








研究目的

　われわれは上記の認識に立脚して,年間分娩数の多い産院の協力を得,昭和

47 年 7 月 1 日より継続して新生児集団における染色体異常症と各種多発奇形

症候群の出生頻度に関する調査実施してきている。

　欧米では,本研究類似の調査研究がアメリカ合衆国・カナダ・英国・デンマ

ーク等でなされてきており,本邦新生児の一集団を対象としたわれわれの成果

との対比を試みることにより,まず人種間における差異の有無について検討で

きる。ついで,本邦における新生児集団の染色体異常の頻度を算出しておくこ

とにより,今後における「先天異常のモニタリング」の資料を提供できること

になる。


